
        自分の良さの発見を 
校長 川㟢 貞昭 

 

 夏休みが終わり、子供たちも学校生活のリズムを取り戻し、勉強や運動に頑張っています。 

 先日、地域の祭礼がありました。私もＰＴＡの役員の皆さんと一緒に参加させていただきました。

子供たちの楽しそうな姿を見ることができ、気持ちのよいひと時を過ごすことができました。 

お祭りは日本中どの地域にもあります。当然、宗教行事ではというご意見もありますが、盆踊り・

御神楽・お囃子・お神輿・獅子舞・・・という伝統的地域行事の中で、子供たちは育てられていま

す。地域を愛する心と青少年の健全育成を目的に、ルールを守って楽しむことが大切です。そのた

めに地域の方々の温かい目で、支えていただきたいと考えています。よろしくお願いいたします。 

 

その祭礼の日に、一人の保護者から次のような相談を受けました。「子供の指導の仕方なんです

が・・・。この間も帰りが遅かったので注意したら、何も言わずに黙ってしまったんです。しばら

く部屋に入ってしまい出てきません。食事もしなかったんです。このような時どうしたらよいでし

ょう。」という内容です。その相談を聞いて、以前、子供から相談されたことを思い出しました。「う

ちのおふくろは、怒るとネチネチするからいやだ。自分の気持ちを分かってくれない。誰に相談し

たらいいかわからない。」という内容です。 

キレる子、不登校、いじめ、友達、勉強，身体のこと・・・感受性の強い時期の子供とその親で

す。お互いに悩みがあるのは当然です。自分の殻の中で思い悩んで苦しむだけでなく、誰かに聞い

てもらうだけで、またほんの一言のアドバイスで、理解したり立ち直ることができるかもしれませ

ん。決定的な解決法はありませんが、その方とはそのあとも、いろいろと話ができました。 

「人は出会いによって知人になり、付き合いによって友人となり、助け合いによって仲間になる。」

と言います。悩みがあれば身近な人や、相談機関で話してみることが大切です。 

 

間もなく前期が終わります。通知表（あゆみ）をお渡しします。そこには、お子さんの良い点も、

課題も書いてあります。自分の長所をたくさん知っている人は、自分に自信が持てるようになりま

す。そして、自分の良さ、長所を知り、自分を大切にする人は、他人も大切にすることができます。

逆に、自分に自信が持てなければ、いやなことや困難にぶつかるとすぐ逃げ出してしまいます。一

度しかないかけがえのない人生です。悔いのない生活を送るためにも、自分の良さに気付き、自信

を持たせてあげてください。 
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